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第一章　はじめに
　理想的な音楽教員にもとめらえる今後の能力を考え教
員の音楽技能のなかで現在求められている開発すべき能
力はどのようなものかを考えてみたい。
　少子化の傾向が顕著な今日ですが，逆に生徒の音楽的
潜在能力は多様化しています。
　今後，音楽教員に求められる音楽能力，「理想の音楽
教師像」とはどのようなものなのか。技術的な側面と精
神的な側面を考えられますが，今回は音楽技術上の側面
に焦点をあてます。なかでも今までの教員にはあまり注
目されていなかった能力，つまり「創造的な力」又は「音
楽表現即応力」を身につけたい。
　現在の教員は歌唱能力，器楽演奏能力は確かに高まっ
てきています。
　つまり楽曲の伴奏や教科書教材に示された楽譜を実際
の授業，クラブ活動などの現場で指導する力量は一定の
水準に達しています。しかし過疎や少子化などの現状に
即して音楽的な手直しが随時，施せるような教員はまだ
まだ少なくそのような能力を兼ね備えた教員が理想では
ないか。
　それには教員の演奏技術，生徒指導力に加え創作的な
音楽能力を高める必要がある。
　そもそも現場では生徒の音楽技量が乖離している日常
があり個別の予習復習が必要な生徒ヘの対応も求められ
る。加えて地域にも密着した教師であればなお理想的で
あるといえましょう。演奏技量があり創造性を兼ね備え
地域の音楽的リーダーとなる人材を育成したいものです。
　創作，即興，編曲を施す能力や，指揮や作曲，審査等
を通して地域や学校，クラスを音楽的に統括できれば校
内合唱大会や，地域音楽祭の企画も立案できましょう。
　つまり，生徒や地域の住民の状況や音楽水準，能力を
見据える「音楽上の洞察力」や現状を把握する「俯瞰す
る力」とそれらから得られた情報を基にカスタマイズす
る「創造的な統治技量」或は教育の根源である「（音楽）
企画力」それを提案する「プレゼンテーション能力」が
詰まる所，重要である。極論すると，教育は「企画力」
そのものではないか。その内容によって魅力が如何様に
も変化する。
　教科書教材を文科省の指針に沿った指導は，高い人間
性を育む理念により，既にかなり高水準の教育効果とし
て具現しているといえましょう。戦後，音楽科教育によ
る啓蒙により，国民は幅広く西洋音楽を享受することと
なり，個々の音楽能力も爆発的に向上しました。しかし
昨今，様々な電子機器の発展や扱いやすく工夫改善され
た楽器の出現により，現在の「音楽」「音楽環境」は多
様化し激しく変化しています。今までの音楽教育に加え
早期に読譜力や音楽力を高める方法はないのでしょうか。
楽譜の速読による一つの提案は「小学校教員養成課程教
科専門科目「音楽」の内容に関する検討試論」（千葉大
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　本論はやさしいカノンのつくり方を説明し，自ら作曲したカノンを器楽や合唱で演奏するために基礎的な指揮の技
法を紹介している。実際にレッスンを受けるのが最も速く確実な修得方法だが，独学の方や，現場の教員の方々にも
利用して頂くために図録で，腕の動き，図形の留意点，手の扱いなどを記載した。
　カノンは対位法の技法の一つで，過去の作曲家も楽しみのように書いている。題名も「謎のカノン」とか「螺旋の
カノン」など様々だ。技術的にはさほど難解ではないが，良い曲を作曲するのはそれなりに手間と時間は必用である。
興味のある方は既存の理論書を併用すると良い。長く，作曲専門養成，教員養成，愛好家，様々な人に作曲や指揮を
伝授してきた。　
　音楽の妙味は自らがしたためた音符の響きを自らの耳で確かめる自問自答作業である。そのために指揮は重要な要
素で，実践を積極的に重ねて欲しい。音楽は「創り」「歌い」「聴く」という何気ない作業の繰り返しから始まってい
るから。
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学研究紀要第66巻－ 1 ）に於いて述べておりますのでご
参照下さい。
　音楽に情緒や感情表現は誠に重要ですが，一定の技術
向上を目指すシステマチックなメソッドを音楽教育法と
して新たに施すことも今後音楽科教育にあって強くもと
められてくるだろうと考えています。
　人口の減少や様々な電子化に伴い，生徒の実数は減少
していきます。今までのような合奏や合唱が成立しない
公立校も当然出てくるはずです。現場で今まで以上に多
様化した個々の生徒の技量に対応しながら器楽，或は声
楽，歌唱指導等の音楽技術の伝授を行うにしても，変声
時期，初潮の早期化など身体変化も若年化していますか
ら精神的にも，技術的にも現状に即した対応が求められ
ます。
　今後，音楽教員でも多くの資質を同時に備えねばなら
ないであろうと考えます。
　具体的に考えてみましょう。音楽では，「はじめにリ
ズムありき」と古くから言われています。その「リズム」
一つをとってみても，民族音楽やポップス，ジャズ等巷
に溢れ様々なリズム形態が存在します。自在に対応可能
なリズム感を持ち，また音程だけでなくピッチの微妙な
違いなどからも詳細に音楽指導ができる更なる高い能力
が教員に備えられないものでしょうか。新しい音楽シー
ンに対しても敏感に理解し対応，反応できる教師です。
　音大出身でピアノや歌の音楽的な技術を具体的に備え
ている教員は現在でもかなり見受けますが，生徒指導能
力にやや不安を抱える教員をしばしば散見しますがその
辺りの補完作業と同様に重要なのが先に述べた「創造的
能力」です。
　今後日常の生徒指導力に加えて編曲や管弦楽法，楽典
などの理論的な音楽基礎知識等の指導に力を発揮できる
人材が養成できれば，赴任先の校歌や小学校共通教材の
ピアノ伴奏を行い，部活では昨今のやさしくはないコン
クール課題曲の伴奏や，合唱，歌唱指導，指揮ができる
望ましい教師像が形成されるでしょう。
　筆者は20年来NHK音楽コンクールの合唱審査員を勤
めています。最近の出場傾向の一つとして散見されるの
は，部活単位だけではなく校内合唱コンクール優勝者な
どのクラス単位から発展した校内特設合唱団や，他の学
校との合同校として予選へ出場される団体です。少子化
の影響で学校の枠を超えて校内，地域の音楽リーダーと
しても期待されているのです。子どもたちに「音楽」を
教える機会と責任が教員により強く様々に多岐に渡り求
められている証しだと思います。
　学校現場での音楽教員の責任と期待，役割が益々高ま
り，音楽は生徒にとってコンクールなど実際の「音楽体
験」をとおして重要な社会性を身につける良い機会に
なっています。音楽は勿論，協調性や達成感，歌詞に対
する理解力，探究心などを磨き根本的な人間形成の方法，
場として，音楽コンクールは有意義，有効だと考えられ
ます。
　そしてコンクールや音楽祭で広く一般的な作品に触れ
るようになってきますと，必要とされる音楽理論（楽典
や和声）の知識が現在の小学生には不足しています。国
語の作文，英語のグラマーや英作文の様な事が音楽にも
必要なのです。
　小学校や中学校現場で「楽典」や「創作」とどう向き
合うのかという問いに繋がります。中学になれば或る程
度の音楽基礎知識，理論が教材に登場しますが一般の小
学生に小学校段階で音楽基礎知識，理論の「何を」「ど
こまで」教えるかの指針も新しい時代に即応できている
か疑問に感じています。今後は指導要領などでの位置づ
けも検討する必要に迫られるのではないでしょうか。こ
のように創作をもっと教育現場に身近に取り入れて頂き
たいという願いから，作曲の中でも比較的初心者でも楽
しんで作成可能な「やさしいカノン」の作成方法を用い
た作業を提案します。教員等，作成者自らが指揮を行い
現場での音楽教育に活かしてほしいと考えます。
第二章　対位法とカノン
第一節　「カノン」について
　カノンにはいくつかの種類があります。以下に示しま
す。
　日本では「輪唱」として親しまれています。異なる小
節から同時に演奏するように作曲されています。同度や
オクターブだけでなく工夫次第で様々な作曲が可能です。
　ベートーヴェンはメトロノームで有名な「メルツェル」
の「カノン」という短い合唱曲をはじめいくつも作曲し
ています。また，バッハは「音楽の捧げもの」のなかで，
Ⅴ度やⅡ度であわせるカノンを作曲しました。また「謎
の」「カノン」や「蟹の」「カノン」「螺旋の」「カノン」
などといった不思議な題名の曲もあり，著名な作曲家が
カノンの作成，作曲を楽しみの一つとしていた様子がう
かがえます。一般的な概念を以下に示しておきましょう。
　カノンはギリシャ語では「教養」「指定」を意味す
る。音楽的には最も厳格な模倣手法による対位法書式の
事である。各国の名称はCANON（英語・フランス語），
KANON（ドイツ語），CANONE（イタリア語）である。
　種類は以下のようなものがある。
①直行カノン： 追行句は先行句を厳格に模倣する。唱歌
で有名な「紅葉」や「カエルの 歌」な
どである。先行句と追行句の関係が同度，
オクターブが一般的だが，完全五度や二
度の関係で追行する曲もある。
② 反行カノン： 追行句は先行句の旋律音程の方向をその
まま反対に模倣する。
③ 逆行カノン： 追行句は先行句をその末尾から冒頭へむ
けて模倣する。
④ 拡大カノン： 追行句は先行句を 1 / 2 ，時には 1 / 4 の
音符価値で模倣する。但し三拍子では不
可能，
⑤ 縮小カノン： 追行句は先行句を 2 倍，時には 4 倍の音
符価値で模倣する。但し三拍子では不可
能。
　（ヴァンサンダンディ作曲法講義第二巻参照）
第二節　こどもや学生とともに，或は音楽初心者と楽し
む「やさしいカノン」
　私は20年間にわたり専門外ではあるのだが「小学校音
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楽」の受業を担当してきている。
　対象は大学一年で，小学校の免許を取得したいものた
ちで，算数や国語，体育といったそれぞれの専修の学生
が対象であり，特別支援や養護教諭等の基礎免許取得希
望者も含まれる場合がある。
　当初はとにかく歌とピアノを教え込む嵐のような受業
であった。この授業内容や，指導法を改善するためにど
れだけ時間を費やし，作曲，編曲を尽くしてきただろうか。
初歩的な音楽用語すらおぼつかないものから，街の音楽
教室の経験者や両親からの教育を施され，或る程度の技
術を身につけているものなどが混在する 3 ～40名程のク
ラス受業である。その中でカノンの利用を授業に用いる
と授業の進捗に一定の効果があった。直接，カノンの作
成とは無関係な事柄だが，一般の音楽の教員がカノンを
作成できて，授業に活用できたらとても有意義，素晴ら
しいではないかと考えた事が本論執筆の契機でもある。
　さて，実際の音楽再生能力は個人的に様々である。し
かし技術，技量の高低ではなく概ね二つに分類できる面
白い事柄がある。それは 3 拍子の対応が苦手なものと，
そうでないものである。概ね多くのものは三拍子を素直
に受け入れるけれど，三拍子の感覚がそもそも納得でき
るまでにかなりの時間がかかる輩が居るのである。
　このことは， 4 拍子の良く似たリズムと 3 拍子のリズ
ムをきちんと「弾き分け」可能かどうかにある。
（譜例）
　これを弾かせた時に，難なく弾き分けるものと，何度
やっても混同してしまい，なかなか先に進まないものに
分かれる。後者は概して様々なリズムに対しても対応能
力が乏しい傾向にある。おそらく西洋音楽に親しんでい
ない事が多分の原因と思われる。後者のものでも私と付
合い始め毎週のレッスン，授業で，およそ半年ほどで
徐々に改善し進捗を示す事例が多い。単に環境の違いか
らくる者とそうではなく根本的に根っからのリズム感の
欠けているものとがいる。しかし双方とも徐々に改善し
ていくのが普通である。いまの日本のポップスミュー
ジックのほとんどが 2 ， 4 拍子系の楽曲が中心であるこ
とも間接的に影響しているかもしれないとも思ったが，
統計を取った訳ではないので不明であるとしておく。
第三節　「音列作成」にふれる
　前段で述べた「小学校音楽」ではカノンを教員（私）
が作成しそれを指導に用いたのだが，以下に示す『「やさ
しいカノン」のつくり方』は，同じ教員養成課程の授業
でも「編曲法」や「作曲法」の授業で用いている事例で
ある。対象は中学校教員養成課程の音楽科 3 ～ 4 年生を
対象にしている。楽典等の音楽理論や初級和声を履修し
たものたちで，ピアノや声楽等専門性があり，近い将来
教員になるであろうと期待する「教員の卵」たちである。
　ところで，カノンの作成の前に，時間が許すのであれ
ば以下のような事柄を説明，経験させると良いのではな
いかと思う。様々な時間の制約があるので必須ではない
が推奨するところである。
①カノンの作成の前に音符を作成する作業を覚える。具
体的には言葉のイントネーションと音高の関係を名前
や地名等を用いて短いモティーフ（動機）を作る作業
を経験させる。この事は音高や音程ヘの意識を高める
伏線になり楽譜を書く機会を更にやさしく設けておく
効果がある。
②選ぶ音はとりあえず，クロマティックは使用せず，イ
オリアやエオリアなど幹音で作成する。
③例えば，「西千葉」であると，「ど↑みみみ」とか「ど
↑そそそ」となる訳で，「そ↓どど↑そ」とは，ならない。
この事は言葉のイントネーションから容易に想像，理
解できるであろう。そこに着目し自ら音符を作成させ
る。「私は今日」といった言葉は「ど↑みみ↑そ↑ら↓そ」
や「そ↑ど↑れ↑み↑ふぁ↓み」などと付けていくので
ある。ある程度，修得できた後に，東北弁風にするに
はどうするかなどと試行錯誤させるのも面白いだろ。
④また対位法の作法として「声楽的スタイルの対位法」
（長谷川良夫著　対位法　参照）を補完する事も有用
である。
⑤例えば全音符で15～ 6 の音譜作成作業を行う。拍子や
小節線は用いない。
⑥先ずはオクターブの音域を指定し，等長音符で自由に
つくらせる。
⑦次に音階と旋律のちがいをクライマックスの有り様で
説明する。波動を例に説明すると分かりやすい。
⑧更に，音域を10～12度に広げ，クライマックスを 7 ～
8 割の部分に持って来るフライタークの三角形を意
識させ，「構成の力」を旋律に施すことを意識させる。
このように発展させていく事で，作曲（対位法的旋律
作成）を体験させる。
⑨上記の作業から，「音符を書く」ことや音を「吟味」
する楽しさ「構成力の活用」などが「作曲」へと繋がっ
ていくことを予想させて理解させる。
⑩あわせて構成，フォルム，形式，いわゆる，一部，二
部，三部形式や複合三部形式，変奏形式，ロンド形式，
ソナタ形式などの話をするとより専門的になって行く
のである。
第三章　やさしいカノン作成の手引き
第一節　準備
　「やさしいカノン」の作成では 5 つ制限を設けます。
　 1  ．和声は二種類の和音を交換しながら連結進行しま
す。小節内で前半Ⅰ度後半Ⅴ度の繰り返しに設定し
ます。コードネームで表すとC－Gの交換です。
大学・教職課程のためのバイエルと教材研究
（教育芸術社1975）より転載
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　 2  ．拍子は初期の段階では 3 拍子や 6 拍子はやや難易
度が高くなるので。 4 ／ 4 拍子にします。
　 3  ．楽譜の一段目には音を選ぶ指針にするために，二
分音符の和音の形で多くの和音構成音を書いておき
ます。例えば，架線二本のそ，一点ハ，一点ホ，一
点ト，二点ト，二点ホ，三点ホまでを二部音符で書
きます。同様にしれその和音も書きます。
　 4  ．リズムは八分音符（♪），四分音符（♩），二分音
符（♩＋♩），付点二分音符（♩＋♩＋♩），全音符
（♩＋♩＋♩＋♩）とします。
　 5  ．音の選別は和音構成音のみとし，経過音や刺繍音
等の非和声音は使用しません。
　以上 5 つの決めごとの中で作成します。作成が上手に
出来るようになれば，徐々に限定を解除し，非和声音等
を使うのも良いでしょう。
第二節　実際の手順
1　作成の手引きにはいります。以下カノンの付録参照。
イ．先ず10段程の五線紙の最上段にト音記号を書き 4 拍
子の記号を書きます。
4 ～ 5 小節を縦線で区切ります。一小節目に二分音符
で「どみそ」，「しれそ」と書き込みます
ロ．歌いやすい音域を選びます。①と書きます。付録や
さしいカノン～①
2
イ．次に構成音の中から四分音符等のリズムで音を選ん
でいきます。対位法では，動機の冒頭を休符にする事
が良くあります。それは主題が現れる前にその声部に
休符を与え印象を高めるためです。この事は古典，ロ
マン，近現代，前衛の音楽でもほぼ共通した感覚と
して励行されます。勿論。事例の様に一拍目から四分，
二分音符等で初めても構いません。②
次にいま先行句で選んだ音群を追行句の次の小節，つ
まり二小節めに追行句の小節に模倣します。③
ロ．そこで，先行句の音を③で選んだ音となるべく重な
らない構成和音を選びながら，リズムが補填し合うよ
うに埋めていきます。その際に最上段の構成音を参考
にします。
ハ．拍頭にどちらかの句に音があるように留意し， 1 拍
目と 3 拍目は必須とします。④
ニ．そして③④の作業で出来た先行句を追悼句の次の小
節へ模倣します。⑤
ホ．更にロ，ハの作業を先行句の 3 小節目で同様に行い
ながら順次進んでいきます。⑤⑥
3　曲の長さ
　曲の長さは特に決まりはありません，初心者は 4 小節
程で十分です。適当な長さが出来たら，自ら歌い，ピア
ノで弾くなど演奏してみましょう。上行や下降など同一
方向に偏るのは，先のフライタークの三角形で述べたよ
うにあまり，思わしくありませんので推敲しましょう。
この作業はやや根気がいりますが，作曲の作業に繋がっ
ていく事が感じられるでしょう。
4　事例ではその後，音符の動きにそった言葉を選び，
歌詞として輪唱にしました。
　最後にはコーダを付けてあります。このように主和音
のコーダを付けると終止感がありますが，意識的に属和
音の侭でも，半終止の印象から何か先に続く予感が醸し
出され，それなりに趣があります。
5　ここでは，先に述べたように動機，モティーフを意
識するために曲頭に，休符をもうけて作成してみました。
音域もあまり広くないので，器楽でも，歌唱でも演奏で
きます。
6　興味をもたれた方のためにいくつかの事例をあげて
みますので，実践してみてください。
　厳格な直行カノン，オクターブの模倣による無限カノ
ン，逆行カノン，縮小＋逆行カノンを作曲しました。参
考になさってください。
　さてここまで，やさしいカノンの作成方法を知り，作
曲の意識も高まってきたところで，自ら作成したカノン
を器楽や，合唱で演奏するための指揮の基礎技法を修得
しましょう。
　まず実践的な指揮の技法は大きく二つ分けられます。
マルカートや，テンポの速い音楽を表現する「叩き」，
レガート，カンタビーレで，ゆっくりとした楽想を表現
する「しゃくい」になります。
　カノンで，これらの技法に即した曲を作成し，作曲と
指揮の作業から互いに相乗効果を高めることができます。
より音楽的な教養，実践を身につける事が可能となりま
す。次章では指揮の基礎技法の考察と実践になります。
第四章　指揮の基礎技法の修得と実践
第一節　曲の始まりと終わりは指揮者の役割
　音楽には，必ず始まりと終わりがあり，合奏では仲間
に対して，また自らの独奏に際しても自らに対して，始
まりの合図が重要になります。
　曲の始まりや，各声部の入りの指示を与えることを，ア
インザッツ・ゲーベン（Einsatzgeben）といい，略して
アインザッツと（Einsatz）と呼んでいます。
　音は，音出しのきっかけをコンサートマスターなどが
バイオリンの弓などによって行い，曲中のテンポの乱れ
を防ぐことをも行うようになりました。次第に，作品に
対する，分析や楽想を詳細に演奏者に伝えるようになり，
専門的に成っていきました。ウィーンフィルの初代指揮
者はマーラーで，当時，指揮者は作曲者が兼ねる事も少
なくなかったでしょう。
　指揮の基本動作を示す言葉は，イギリスではbeat，ド
イツではschlagen，イタリアではbattuta，我が国では
拍と称し，いずれも「叩く」という意味を持っています。
基本的な拍の指示を与えることが仕事ですが，音程や音
の間違いを指摘し，直したりより高度な音楽表現を付け
加えたりと現在では専門性が高くなっています。そして
指揮者は次第に各々の指揮者の個性を発揮した「演奏」
をするようになりました。
　本論では，指揮の初期の役目に立ち戻り，曲の始まり
を指示することから始め，その上で演奏中にテンポを揺
らしたり，自ら感じた楽想に合わせて強弱の変化を指示
するなど，指揮者としての工夫が凝らせるようになれれ
ば有意義です。
　指揮活動がある程度可能になった人は，指揮の基礎的
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な動作を子供達に伝授するのもとても意義深い事です。
音楽表現を作る主体者としての「指揮」の役割に興味を
もたせ，曲の始まりや停止，フェルマータ，強弱などの
様々なファクターが曲が終わるまでに存在する事を経験
できまた，最後はどのように終わりたいのか考えさせる
ことも大切です。
　例えば，フォルテで終わるのか，ピアノで終わるのか，
ディミヌエンドするのか，アッチェレランド，ラレンタ
ンドするのかなど，曲想を自由に表現させるのです。
　扱う楽曲は，当初，親しみやすいものが良いと思いま
す。最もはじめの導入ではⅠ度，Ⅳ度，Ⅴ度，Ⅰ度の和
声の連結を 4 ビートで繰り返すだけの伴奏でも良いので
す。少しずつ基本的な和音に音価を与えて和声やリズム
の連続を「拍」によって音楽を追っていく経験をさせて
ください。
　「叩き」はピアノで刻むだけでも，「しゃくい」をさせ
たければ，和音をアルペジオ（分散和音），にすれば良
いでしょう。子供たちが，指揮の楽しさを自ら感じ取れ
る指導を工夫してください。
第二節　指揮を身近なものに
　音楽に限らず，技法や技術には様々なアプローチがあ
るものです。
　山の頂点を目指すのに，東から登ったり西から登った
りするのと同様で，他のメソードや技法も学んで見ると
新たな発見があるものです。
　また方法論を，参考書などで学ぶだけでなく，指揮は
実践してこそ意味があります。
　実際に合唱や，ブラスバンド，オーケストラなどの指
揮を体験する機会があれば，是非積極的に参加すると良
いでしょう。同時に，団員の統率や自分の意見，想いを
どのように奏者に伝えていくのかがとても重要な社会勉
強になります。人間性の伴わない指揮は砂上の楼閣と
なってしまいます。またある程度，指揮に自信が出てく
ると個性が出てきます。それはそれでとても良い事なの
ですが，クラシック等の音楽にとって，「勝手気ままに
行う」ことと，「個性的な演奏」であることは全く違い
ます。どのような場合でも，自らの意図を的確に相手に
伝えられる技術の裏付けや音楽性，基礎的な技能，技法
の修得はどうしても必要となります。
　また，技術が向上してくると，メソードの修得をどこ
まで確実にすればよいかといったことを考える段階にな
ります。
　奥の深い指揮ですから，これはとても難しい問題です。
　個人の力や，環境，望まれている事柄などによっても
違いがあるからです。小学校の教員が，世界的な指揮者
を目指す人達と同様な厳格な全ての段階をマスターする
まで指揮法を勉強していたら，実践に間に合わなくなっ
てしまいます。実際の授業等に即した実践的な指揮が
きっちりと振れれば良いのです。或る程度の高い技量と
自信が必須と考えています。ピアノでバイエルを教える
のに，バイエルしか弾くことができない人ではなかなか
ピアノの実践演奏や指導は難しいのと同じです。
　一定の音楽理論，音楽史の知見や教養も必要だと言う
事です。「技法」だけでの良い演奏ということは，現実
的に考えられないことです。
　「技法」を完全に修得するよりも，「指揮の活動」を自
らの中に少しでも取り入れ，演奏を身近なものにする経
験を深めましょう。
　プロが技法に溺れて「心」を忘れた演奏もあれば，時
にアマチュアが繰り返し切磋琢磨した結果として，「技
法」は拙くとも「心のこもった」豊かで素敵な演奏をし
ばしば聴く事があります。
　以上述べたように，指揮とは奥義の深いものではあり
ますが，決して手の届かないものではありません。それ
ぞれの段階に併せて，身体表現の延長として捉える試み
も深めてみましょう。
　「ダンス（踊）」と「指揮」を比較するのはやや無謀で
すが，あえて比べると，音楽によって体を動かし表現し
ようとすることが「ダンス（踊）」であり，体を動かす
ことによって「音楽表現」をするのが「指揮」と言うこ
とができます。
　指揮者に限らず演奏はみなそうですが，今鳴っている
音楽と数小節先の楽譜を読みその音楽が脳内にありつつ，
同時に今の音楽を聴覚で確かめながら振り進む。という
摩訶不思議な時間を具現しています。端的にいえば，「音
が出る前に楽譜から音楽を感じ，少し前にに感じた過去
の音楽をを今振っている」と言えます。
第三節　指揮の用語について
　この用語についてですが，基本的に斎藤秀雄の指揮法
教程のものを使用しています。まだ海外ではなじみのな
いような言葉もありますが，冒頭でも記しました通り「叩
く」といった概念は共通しています。先ずは基礎編です。
1 ．基礎編
〈打法（叩き）〉
　点を持って拍を示す。点に向かって加速し（点前運動），
点を叩くと同時に減速が始まる（点後）。停止前失速し，
再び加速に入る。この循環運動を〈叩き〉という。あた
かも鞠つきのような運動を繰り返しながら，横叩きや斜
め叩きを交え，図形を描く。リズムとテンポを明確にす
るために，欠くことのできない技法である。
「一拍子」
　鞠やピンポンの玉が跳ねる様子をよく思い出してくだ
さい。私はいつも物体にかかる重力や落下速度にかかわ
る物理の有名な公式を思い出します。重力による加速落
下や，大砲から「放たれた弾丸や，投げ上げられたボー
ルが描く放物線のあのイメージです。
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「二拍子」
　強拍と弱拍の違いを明瞭に指示するために図形を描く
必要があります。
　二拍子には，二種類の方法があります。
ａ ）上下の運動によるもの，ｂ）鋭角なV字を描くもので，
エコセーゼなどのリズミックな曲に合わせて練習しま
す。手首の打法を加えると一層リズムが明瞭になりま
す。
ａ）上下の運動によるもの
ｂ）鋭角なV字を描くもの
ｃ）手首の打法を加える時
「三拍子」
　各拍ともに鋭角の図形を描けるように練習すること。
シューベルトのスケルッツォで練習します。
［課題］ソナチネ 1 －27
「四拍子」
　各拍の叩く位置は水平線上にあるという意識を持ちま
す。第一拍，三拍は少し下方にきた方が自然かつ明瞭です。
［課題］ソナチネ 1 － 7 　番一楽章　
　　　 ソナチネ 1 － 9 　番第一楽章
〈平均運動〉
　点をつくらず，加速，減速も行いません。運動は常に
一定の速度を保ちながら図形を描きます。（等速運動）
静かな音楽，平穏な音の進行に適しています。実際の曲
想表現では，時として，多少の加速，減速を伴いますが，
それは，〈しゃくい〉と呼ばれる動きとなっていきます。
「二拍子」
「三拍子」
「四拍子」
〈しゃくい〉〔課題〕 ソナチネ 1 －26
　平均運動に緩やかな加速，減速が加わり，図形はカー
ブを描く。金魚すくいのような要領で図を描くので〈しゃ
くい〉といいます。レガート表現に表情が加わったとき，
この技法を使います。単なる平均運動が味気ない棒とす
れば，〈しゃくい〉はまさに生きた棒と言えます。豊か
な音楽性，音の高揚（クレッシェンドなど）を示すのに
都合がよく，テンポを揺らすときにも極めて重要な技法
となります。抑揚が激しくなり，それを奏者に伝えよう
とすれば，おのずと加速・減速が大きくなります。
　ここでは，リタルダンドや分割についても触れます。
〈しゃくい〉
　平均運動に緩やかな加速，減速が加わり，図形はカー
ブを描く。金魚すくいのような要領で図形を描くので
〈しゃくい〉といいます。レガート表現に表情が加わっ
たとき，この技法を使います。単なる平均運動が味気な
い棒とすれば，〈しゃくい〉はまさに生きた棒と言えま
す。豊かな音楽性，音の高揚（クレッシェンドなど）を
示すのに都合がよく，テンポを揺らすときにも極めて重
要な技法となります。抑揚が激しくなり，それを奏者に
伝えようとすれば，おのずと加速・減速が大きくなりま
す。図形は基本的には平均運動の動きを用いますので図
形は省略します。
〔課題〕 ソナチネ 1 －26
　ここでは，リタルダンドや分割についても触れます。
2 ．発展編
〈瞬間運動〉
　テンポの速い曲に用います。テンポが速くなると，お
のずと手首のみによる動きに移行して行きます。実際の
演奏では手首のみの運動によって，小節の数を示す動き
となります。持続音のみで他に音がない拍に対しても点
前運動は不必要となるところから，瞬間運動を用います。
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〈先入〉
　点後運動の後，点前運動を停止し，その停止によって
裏拍のトをはっきり規定しようとするもの。裏拍（アフ
タービート）を明快に示す必要が生じたとき，なくては
ならない技法です。すなわち， 1 ト 2 トのトを示すため
に先入が行われる。棒は半拍（ 1 ／ 2 拍，時として 1 ／ 3 ，
1 ／ 4 拍）先行して，点を明示します。点前は直接運動，
叩き止めなどにより，点後は〈はね上げ〉や〈しゃくい〉
など，いずれの運動にもつながる。曲のスタート，フレー
ズの出だし，また特徴ある音形，曲中注目すべきポイン
トの指示に有効です。テンポの安定，リズムの強調のた
めにも威力を発揮し，時には基本的技法としての役割も
果たします。図解は 2 拍子が分かりやすいので，代表し
て例示しておきます。
〈はね上げ〉
　打法から点前の加速運勁を除いた運動です。点と同時
に棒をはね上げ点後を形成します。
　その点後は当然減速を伴い，この場合，点後の初速を
強調し，点の存在をより明確にします。
　点後は普通加速を行わず，平均運動，直接運動などに
より次の点前まで到るのが一回の運動となります.点前
では絶対に加速してはなりません。加速すれば，これは
打法になってしまいます。
　点線は失速しつづけるか，平均運動となる。加速は絶
対に行わない。
〈ひっかけ〉
　運動そのものは〈はね上げ〉と同じ動きです.点以降
に現われる音に対して指示を与える時に使用します。レ
ガートのシンコペーショには〈はね上げ〉を使い，スタッ
カートのシンコペーショには〈ひっかけ〉を用います。
ここで重要なのは，平均運動などを行っている際にシン
コペーションのパートを同時に表現したいときで，手首
によって〈ひっかけ〉を併用します。瞬間運動に近い〈ひっ
かけ〉とはね上げに近い〈ひっかけ〉があります。
　以上述べてきたことを概観しますと，指揮の技法は大
きく二つの運動で説明することができます。
①間接運動
　常に点前その点に対して予備的意義をもつ連続した
運動があるもの。
例：〈しゃくい〉，〈平均運動〉など
②直接運動
　点前にその点を暗示する点前運動が行われていない
もの，即ち点において突然に運動が起こるもの。
　例： 〈はねあげ〉，〈瞬間運動〉，〈先入法〉，〈引っかけ〉
の四種
（課題）ソナチネ 1 －29
　ここでは，テヌート，フェルマータ，音の切り方など
についても触れます。
技術向上のために
⑴　実際の楽曲を表現するときの「図形」について
　実際に指揮を行う場合，同じ拍子であっても，曲の楽
想や表現しだいで，また演奏者の技量程度の差によって
も異なった図形を描くことになります。例えば，上手な
オーケストラはあまり細かくタクト指示しなくとも，こ
ちらの感情表現に良く感応してくれますが，アマチュア
や初級者の集まりでは「叩き」中心の指揮でないと揃わ
ない事があります。また四分音符120位のテンポでマー
チのような音楽であればほとんど変化のない「叩き」だ
けで良いのですが，どこかでリタルダンドがあればそこ
の拍を「分割」したり，大きな「しゃくい」を使用した
り「はね上げ」たりするためそれまでとは全く図形が変
わります。つまり，いくつかの基本的な図形を掲載しま
したが常にその形で最初から最後まで　表現出来る曲は
稀で，様々な音楽的な欲求に従って図形は変化していき
ます。しかし，基本図形一つ一つを十分に習熟しておく
事は大変重要です。直接運動，間接運動等の技法別に分
けて復習い，いつでも混合して活用出来るようにしっか
りと練習してください。その上で，音楽表現の必要に応
じて，様々な技法や図形を組み合わせて指揮が出来るよ
うになると，指揮技法の面白さに加え音楽をビビットに
動かす喜びや，微細な音楽表現ヘの拘り等が表わせるよ
うになり，指揮の奥義の深さを感じ取れる様になります。
総合演習
⑵　総合練習課題
〔課題〕　交響曲第94番「驚愕」第 2 楽章（ハイドン作曲）
　ここでは，左手の用い方や視線の活用の仕方などにつ
いて学びます。
⑶ 　交響曲第 5 番 1 楽章，提示部リピートしテーマ冒頭
数小節まで（ベートーヴェン作曲）
以下　カノンの付録
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　指揮法練習のための使用楽曲集
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　提示部と再現部は叩き展開部冒頭はしゃくいが中心 　アウフタクト（弱起）がある三拍子の叩き
　アウフタクト（弱起）がある三拍子の叩き
音楽教員の教養と実践「やさしいカノンのつくり方と指揮の基礎技法」
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　冒頭，左手でピアニシモを表現
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使用楽曲一覧 （楽譜は全音楽譜出版　ソナチネを使用）
L. v. Beethoven： Sechs Ecossaisen （六つのエコセーズ）
32小節目までをリピート
　　　　　　　；初歩の叩きの練習
L. v. Beethoven：Symphony Nr5 1move
M. Clementi：Op36－1 Sonatine （全音ソナチネ　 7 番）
M. Clementi：Op36－3 Sonatine （全音ソナチネ　 9 番）
F. Schbert：Op142－3 Thema Aus dem  Impromptu 
C. M. v. Weber： Op7 Variaton uber Vien Qua Dpnna 
Bella  
J. Haydn：Allegro   
J. Haydn：Andante （Aus Symphony ）
Fr. Kuhlau：Op20－1
参考文献，参考書，参考文献共同著者など，付録
・和声　理論と実習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ（音楽之友社）；池内友
次郎，長谷川良夫，石桁真礼生，松本民之助，矢代秋
雄，島岡　譲，柏木俊夫，丸田昭三，小林秀雄，三善　
晃，佐藤　眞，南　弘明
・北村昭和声特訓集（仮称）；東京藝術大学図書館へ寄贈，
山本純ノ介他編纂　
・標準音楽辞典（音楽之友社）
・楽典　理論と実習；石桁真礼生，末吉保雄，丸田昭三，
飯田　隆，金光和雄，飯沼信義（音楽之友社）
・対位法；長谷川良夫　著（音楽之友社）
・和声実施集（上）（下）；池内友次郎　編
・総合和声：島岡　譲　他
・作曲の技法　バッハからヴェーベルンまで；小鍛冶邦
隆（音楽之友社）
・大学・教職課程のためのバイエルと教材研究（教育芸
術社）
・ 2 訂版　歌唱教材伴奏法　バイエルとツェルニーによ
る（教育芸術社）
・ある指揮者の提言　F. ワインガルトナー／糸賀英憲　
訳
・指揮法教程　斎藤秀雄著（音楽之友社）
・斎藤秀雄　講義録（白水社）
・指揮の技法　山田一雄著　
・ソナチネ（全音楽譜出版社）
・指揮法ABC　上下巻（ビデオ）；山本直純　
・BEETHOVEN SYMPHONIE Nr5 Klavier zu 4Händen
（EDITION PETERS）
　指揮法課題曲集付録
以下参照　
